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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＩＣカードを挿入するためのカード挿入口及び前記カード挿入口から挿入された前記Ｉ
Ｃカードを保持するためのカード挿入溝を有する略矩形箱状のハウジングと、
　先端を略くの字状に突出するように屈曲させて形成した接触部を前記カード挿入溝内に
臨ませるとともに、後端を前記ＩＣカードの挿脱方向における端部から延出させることに
より前記ハウジングに保持される複数のコンタクトそれぞれを前記接触部が略一列上に所
定のピッチ離間するようにして配設した第１のコンタクト群と、
　先端を略くの字状に突出するように屈曲させて形成した接触部を前記カード挿入溝内に
臨ませるとともに、後端を前記端部から延出させることにより前記ハウジングに保持され
る複数のコンタクトそれぞれを前記接触部が略一列上に所定のピッチ離間するようにして
配設した第２のコンタクト群と、を備えるＩＣカード用コネクタにおいて、
　前記第１のコンタクト群のコンタクトには、その先端を略Ｔ字状に幅広に形成した係止
片が設けられており、
　前記ハウジングには、前記カード挿入口と対向する側の後端部に、前記第１のコンタク
ト群及び前記第２のコンタクト群のコンタクトを前記ハウジング内に挿入するためのコン
タクト挿入口及びこれと連続するコンタクト挿入溝が設けられており、
　前記コンタクト挿入溝の前記コンタクト挿入口側には、前記第１のコンタクト群のコン
タクトと前記第２のコンタクト群のコンタクトとを前記ハウジングの上下方向に離間して
保持するためのガイド溝が上下２段に形成されており、
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　前記コンタクト挿入溝は、前記挿入方向に向かって手前が幅広で奥側が幅狭になる２段
の幅の溝となっており、幅狭の奥側には、後端部の壁部から突出する第２の係止段部が形
成され、幅広の手前側には、前記第２の係止段部と所定間隔隔てた両側壁から内側に対向
するように突出する第１の係止段部と、が形成されており、
　前記第１のコンタクト群のコンタクトと前記第２のコンタクト群のコンタクトとは、前
記コンタクト挿入口から前記ガイド溝に沿うようにして上下２段に離間されて前記コンタ
クト挿入溝へと挿入され、
　前記係止片が前記第１の係止段部に押圧して係止されるとともに、前記第２のコンタク
ト群のコンタクトの先端が前記第２の係止段部に押圧して係止されることにより、前記第
１のコンタクト群のコンタクト及び前記第２のコンタクト群のコンタクトの前記接触部が
略同一面上に位置するようにして、前記コンタクト挿入溝に保持されていることを特徴と
するＩＣカード用コネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＩＣカード用コネクタに関し、より詳しくは、例えば、スマートカード、Ｓ
ＩＭ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ）カード、ＩＤカード等
の接触型のＩＣカード用の電気コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、接触型のＩＣカードは、樹脂製の矩形状のカード内にＲＯＭ、ＲＡＭなどを有
するＩＣチップが内蔵されており、その一面に、当該ＩＣチップのリーダライト用及び電
力供給用のパッド状の複数の接触端子が形成されている。上記接触端子は、規格として、
ＩＣカードの一表面に２列に並設されている。このようなＩＣカード用のカードリーダに
おいて、ＩＣカードが挿入され、該ＩＣカードの接触端子と接続されて用いられる電気コ
ネクタは、ＩＣカードが挿入されて保持されるカード挿入溝を有するハウジングと、上記
カード挿入溝の下方において、上記複数の接触端子と接触させられる接点としての接触部
が上記挿入溝内に臨むようにして上記ハウジングに保持された複数の接触子（コンタクト
）とを備え、上記コンタクトは、上記２列に並設された接触端子の列毎に対応する２つの
(一対をなす)コンタクト群に分離して、当該コンタクト群同士が平面的に重ならないよう
に、上記ハウジングの対向する両端部から同一平面において引き出され、その後下方へと
屈曲されている（特許文献１参照）。そして、電気コネクタは、カスタマのプリント回路
基板に対して、上記のようにハウジングの両端部に分離して引き出され下方へ屈曲された
２つのコンタクト群のコンタクトを、当該プリント回路基板に離間して形成された２つの
貫通孔群に対して挿入接続して取り付けられて用いられる。
【０００３】
　上記、電気コネクタは、ＩＣカードの接触端子が当該ＩＣカードの一方の面にのみ形成
されているために、ユーザーがＩＣカードを接触端子を下面にして挿入した場合には、上
記接触端子が電気コネクタのコンタクトの接点に接触されるが、逆に接触端子が形成され
た面を上向きにしてＩＣカードが挿入された場合には、ＩＣカードの接触端子が電気コネ
クタのコンタクトに接触せず、カードリーダは機能しないことになる。すなわち、片面読
取り型（片面接点タイプ）のものである。そこで、近年、ＩＣカードが上下面何れの向き
において挿入されたとしてもその接触端子がコンタクトに接触できる電気コネクタが提案
されている（特許文献２参照）。この電気コネクタは、ハウジングのＩＣカード挿入溝の
下側に配置された一対のコンタクト群に、上記カード挿入溝の上側にもう一対のコンタク
ト群をハウジングのカード挿入溝に対して対称的に配置することにより、接触端子を上向
きにした状態でＩＣカードを挿入した場合であっても、付加されたハウジングの上側のも
う一対のコンタクト群により読み取るものであり、両面読取り型（両面接点タイプ）のも
のとなっている。より詳しくは、付加的にカード挿入溝の上側に設けた上記もう一対のコ
ンタクト群は、ＩＣカード挿入溝のカード挿入口を塞がないように、ハウジングの両端部
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において上方へ屈曲されて引き出す必要がある構造になっているために、これらコンタク
ト群をハウジングの上側においてプリント回路基板に接続し、一方下側の一対のコンタク
ト群は下側において別のプリント回路基板に接続するようにし、これら上下側のプリント
回路基板をカード挿入溝のカード挿入口と対向するハウジングの端部において接続すると
いう構造になっている。
【特許文献１】特開平２－２２７８５号公報
【特許文献２】特開平１１－２５０１９４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の片面接点タイプの電気コネクタは、上述したように、２列に並設
されるというＩＣカードの接触端子の形成パターン上、これらと接触させられる複数のコ
ンタクトを２つの群に分けて、重ならないようにハウジングの対向する両端部に引き出さ
れており、この電気コネクタをプリント回路基板に搭載する場合、当該プリント回路基板
の２ヶ所に集約されてコンタクトが接続されることになるので、プリント回路基板におけ
る電気コネクタのコンタクト接続の占有面積が大きくなり、プリント回路基板の配線パタ
ーンの設計の自由度に制限を与える要因となっている。また、プリント回路基板の配線を
無駄に引き回さなくてはならず、コスト高を招いている。
【０００５】
　一方、従来の両面接点タイプの電気コネクタは、上下に対称に一対のコンタクト群を配
設しているので、これら上下の一対のコンタクト群のそれぞれと接続される２つのプリン
ト回路基板が必要となり、カードリーダの厚型化、大型化を招いてしまう。
【０００６】
　本発明は、上記のような技術の現状に鑑みてなされたものであり、複数の接触端子が２
列に並設されたＩＣカード用の片面接点タイプのコネクタにおいて、これら接触端子と接
触させて用いられる複数のコンタクトを、これらを保持するハウジングの一端部から引き
出すことにより、複数のコンタクトをプリント回路基板の一箇所に高密度に接続できるＩ
Ｃカード用コネクタを提供することを目的とする。
【０００７】
　また、本発明の他の目的は、複数の接触端子が２列に並設されたＩＣカード用の片面接
点タイプのコネクタにおいて、ハウジングの上側に配設される複数のコンタクトをハウジ
ングの一端部から下方へ引き出すことにより、上側のプリント回路基板を不要とできると
ともに、コンタクトをプリント回路基板に高密度に接続できるＩＣカード用コネクタを提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記課題を解決するために、本発明のＩＣカード用コネクタは、ＩＣカードを挿入し保
持するためのカード挿入溝を有するハウジングと、先端部を屈曲して形成された接触部が
上記カード挿入溝内に臨むとともに後端部を上記ハウジングの端部から延出させて上記ハ
ウジングに保持される複数のコンタクトをそれぞれの上記接触部を略一列上に所定のピッ
チ離間するようにして配設してなる第１のコンタクト群と、先端部を屈曲して形成された
接触部が上記カード挿入溝内に臨むとともに後端部を上記ハウジングの端部から延出させ
て上記ハウジングに保持される複数のコンタクトをそれぞれの上記接触部を上記第１のコ
ンタクト群のコンタクトの接触部と対向するように略一列上に所定のピッチ離間するよう
にして配設してなる第２のコンタクト群とを備えるＩＣカード用コネクタにおいて、上記
第１のコンタクト群のコンタクトと上記第２のコンタクト群のコンタクトとが、上記カー
ド挿入溝に対するＩＣカードの挿入方向と略平行になるとともに、上面視重なるようにし
て上記ハウジングの同一方向の端部へ延出させられていることを特徴とする。
【０００９】
　上記ＩＣカード用コネクタによれば、第１のコンタクト群のコンタクトと第２のコンタ
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クト群のコンタクトとを上下２段にしてハウジングの同一端部から引き出すようにしてい
るので、プリント回路基板の配線を一箇所に集約させて接続することができるとともに、
第１のコンタクト群のコンタクト及び第２のコンタクト群のコンタクトはカード挿入溝に
ＩＣカードを挿抜するときの挿抜方向と略平行に保持されているので、ＩＣカードの挿抜
によりコンタクトが変形して、ＩＣカードの接触端子に対する接触不良を防止できる。
【００１０】
　また、本発明のＩＣカード用コネクタは、端部に設けられたＩＣカードを挿入するため
のカード挿入口及びこのカード挿入口から挿入されたＩＣカードを保持するためのカード
挿入溝を有するハウジングと、先端部を屈曲して形成された接触部が上記カード挿入溝内
に臨むとともに後端部を上記ハウジングの端部から延出させて上記ハウジングの上記カー
ド挿入溝の下部において保持される複数のコンタクトをそれぞれの上記接触部を略一列上
に所定のピッチ離間するようにして配設してなる第１のコンタクト群と、先端部を屈曲し
て形成された接触部が上記カード挿入溝内に臨むとともに後端部を上記ハウジングの端部
から延出させて上記ハウジングの上記カード挿入溝の下部において保持される複数のコン
タクトをそれぞれの上記接触部を上記第１のコンタクト群のコンタクトの接触部と対向す
るように略一列上に所定のピッチ離間するようにして配設してなる第２のコンタクト群と
、先端部を屈曲して形成された接触部が上記カード挿入溝内に臨むとともに後端部を上記
ハウジングの端部から延出させて上記ハウジングの上記カード挿入溝の下部において保持
される複数のコンタクトをそれぞれの上記接触部を略一列上に所定のピッチ離間するよう
にして配設してなる第３のコンタクト群と、先端部を屈曲して形成された接触部が上記カ
ード挿入溝内に臨むとともに後端部を上記ハウジングの端部から延出させて上記ハウジン
グの上記カード挿入溝の下部において保持される複数のコンタクトをそれぞれの上記接触
部を上記第３のコンタクト群のコンタクトの接触部と対向するように略一列上に所定のピ
ッチ離間するようにして配設してなる第４のコンタクト群とを備えるＩＣカード用コネク
タにおいて、上記第１のコンタクト群のコンタクトと上記第２のコンタクト群のコンタク
トとが、上記カード挿入溝に対するＩＣカードの挿入方向と略平行になるとともに、上面
視重なるようにして上記ハウジングの上記挿入口と対向する端部へ延出させられているこ
とを特徴とする。
【００１１】
　このＩＣカード用コネクタによれば、ＩＣカードを表裏何れの向きにおいて挿入された
場合にも読み取ることができるコネクタにおいて、ハウジングの上部に配設された第１の
コンタクト群のコンタクトと第２のコンタクト群のコンタクトとを上下２段にして、カー
ド挿入口と対向するハウジングの端部から引き出すようにしているので、カード挿入口を
塞ぐことなく、ハウジング端部から第３のコンタクト群及び第４のコンタクト群のコネク
タと同じ方向へ引き出すことができるので、全てのコンタクトを１つのプリント回路基板
に直接接続することができるとともに、第１のコンタクト群のコンタクト及び第２のコン
タクト群のコンタクトはカード挿入溝にＩＣカードを挿抜するときの挿抜方向と略平行に
保持されているので、ＩＣカードの挿抜によりコンタクトが変形して、ＩＣカードの接触
端子に対する接触不良を防止できる。
【００１２】
　さらに、本発明のＩＣカード用コネクタは、ＩＣカードを挿入し保持するためのカード
挿入溝を有するハウジングと、先端部を略くの字状に屈曲することにより突出させて形成
された接触部が上記カード挿入溝内に臨むとともに後端部を上記ハウジングの端部から延
出させて上記ハウジングに保持される複数のコンタクトをそれぞれの上記接触部を略一列
上に所定のピッチ離間するようにして配設してなる第１のコンタクト群と、先端部を略く
の字状に屈曲することにより突出させて形成された接触部が上記カード挿入溝内に臨むと
ともに後端部を上記ハウジングの端部から延出させて上記ハウジングに保持される複数の
コンタクトをそれぞれの上記接触部を上記第１のコンタクト群のコンタクトの接触部と対
向するように略一列上に所定のピッチ離間するようにして配設してなる第２のコンタクト
群とを備えるＩＣカード用コネクタにおいて、上記第１のコンタクト群のコンタクトには
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、その先端を略Ｔ字状に幅広に形成することにより係止片が設けられており、上記ハウジ
ングには、その端部に、上記第１のコンタクト群及び第２のコンタクト群のコンタクトを
上記ハウジング内に挿入するためのコンタクト挿入口及びこれと連続するコンタクト挿入
溝が設けられており、上記コンタクト挿入溝の上記コンタクト挿入口側には、上記第１の
コンタクト群のコンタクトと第２のコンタクト群のコンタクトとをハウジングの上下方向
に離間して保持するためのガイド溝が上下２段に形成されており、上記コンタクト挿入溝
には、上記コンタクト挿入口と対向する奥壁から突出する第２の係止段部及びこの第２の
係止段部と所定間隔隔てた両側壁から内側に対向するように突出する第１の係止段部が形
成されており、上記第１のコンタクト群のコンタクトと上記第２のコンタクト群のコンタ
クトとは、上記コンタクト挿入口から上記ガイド溝に沿うようにして離間されて上記コン
タクト挿入溝へと挿入され、上記第１のコンタクト群のコンタクトの先端の係止片が上記
第１の係止段部に押圧して係止されるとともに、上記第２のコンタクト群のコンタクトの
先端が上記第２の係止段部に押圧して係止されることにより、上記第１のコンタクト群の
コンタクト及び上記第２のコンタクト群のコンタクトの上記接触部が略同一面上に位置す
るようにして、上記コンタクト挿入溝に保持されていることを特徴とする。
【００１３】
　このＩＣカード用コネクタによれば、第１のコンタクト群のコンタクトと第２のコンタ
クト群のコンタクトとをハウジングに、当該ハウジングの同一端部から上下二段にして容
易に挿入して配置・保持することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明は、片面接点タイプのＩＣカード用コネクタに適用されたときには、複数のコン
タクトを一箇所に集約して引き出すことができるので、これらを接続するプリント回路基
板におけるコネクタの配線の占有面積を小さくでき、プリント回路基板の配線パターンを
形成する上で設計の自由度を向上することができる。
【００１５】
　また、本発明は、両面接点タイプのＩＣカード用コネクタに適用されたときには、複数
のコンタクトをハウジングの上又は下方向の一方方向へ引き出すことができるので、１つ
のプリント回路基板にコネクタを接続することができ、結果として、カードリーダの薄型
化、小型化を図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本発明を実施するための最良の形態を図面を参照しつつ説明する。
【００１７】
　図１は、本発明に係る第１の実施の形態としての片面接点タイプのＩＣカード用コネク
タ１０の（１）一部を切り欠いた上面図及び（２）側面図であり、図２は、ＩＣカード用
コネクタ１０の（１）断面図及び（２）ＩＣカードを挿入した状態の断面図である。ＩＣ
カード用コネクタ１０は、ハウジング２０と第１のコンタクト群３０及び第２のコンタク
ト群３１とを備えている。ハウジング２０は、絶縁性樹脂の成形体からなる上部ハウジン
グ２１及び下部ハウジング２２の一対から構成されている。上部ハウジング２１及び下部
ハウジング２２は、それぞれ所定の厚みを有する平面視略矩形状の板状体であり、これら
上部ハウジング２１と下部ハウジング２２とを嵌め合わせることにより、ハウジング２０
の一側面にＩＣカードを挿入するためのカード挿入口２５及びこれと連続して内部にＩＣ
カードを挿入・保持するためのカード挿入溝２６が形成されるようになっている。
【００１８】
　下部ハウジング２２は、カード挿入口２５が形成されるハウジング２０の一側面と対向
する側面側にコンタクト挿入口２３及びこれと連続して内部にコンタクトを挿入・保持す
るためのコンタクト挿入溝２４が形成されている。コンタクト挿入溝２４は、カード挿入
溝２６に対して平行に且つカード挿入口２５側に向かって直線的に、所定間隔に複数（こ
こでは、４個）並列に形成されている。また、コンタクト挿入溝２４は、その上部が開口
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されてカード挿入溝２６に連続しており、当該コンタクト挿入溝２４を形成する両側壁の
奥行き方向の途中位置に当該側壁の上部からコンタクト挿入溝２４内に向かって突出する
一対の第１の係止段部２２ｄが形成され、さらにはコンタクト挿入溝２４の奥壁の上部か
らコンタクト挿入溝２４内に向かって突出する第２の係止段部２２ｃが形成されている。
【００１９】
　さらに、下部ハウジング２２には、その側面に複数のコンタクト挿入口２３を挟むよう
に一対の突起部２２ａ、２２ａが形成されるとともに、その下面の略４隅にＩＣカード用
コネクタ１０をプリント回路基板に実装する際に位置決め・係止するための突起部２２ｂ
が形成されている。
【００２０】
　第１のコンタクト群３０及び第２のコンタクト群３１は、それぞれ複数（ここでは、４
本）のコンタクト３０ａ～３０ｄ、３１ａ～３１ｄからなり、これらコンタクト３０ａ～
３０ｄ、３１ａ～３１ｄはコンタクト挿入口２３からコンタクト挿入溝２４内に挿入され
て、下部ハウジング２２に保持されている。
【００２１】
　図３に第１のコンタクト群３０のコンタクト３０ａ～３０ｄの（１）側面図及び（２）
上面図を示す。なお、コンタクト３０ａ～３０ｄは、全て同一形状を有し、図３ではコン
タクト３０ａを例に示すこととする。コンタクト３０ａは、細長い板状であり、先端に幅
広の係止片３０ａｂが平坦に形成され、当該係止片３０ａｂの中央部から細くなるとまも
なく上方へ屈曲されて延び、その後下方へ再度屈曲されて、先端部に略くの字状の突出し
た接触部３０ａａが形成されている。また、接触部３０ａａから後端側で更に屈曲されて
、なだらかに下方へ延び、係止片３０ａｂよりも下方において再度屈曲されて平坦に延び
ており、この平坦に屈曲されてまもなく両側に張り出すように幅広に形成された係止部３
０ａｃが形成された後、再び幅を細くされ、下方へ直角に屈曲されてプリント回路基板へ
の接続端３０ａｄが形成されている。
【００２２】
　また、図４に第２のコンタクト群３１のコンタクト３１ａ～３１ｄの（１）側面図及び
（２）上面図を示す。なお、コンタクト３１ａ～３１ｄは、全て同一形状を有し、図４で
はコンタクト３１ａを例に示すこととする。コンタクト３１ａは、同様に細長い板状であ
り、上記コンタクト３０ａと同様に屈曲されて、先端に平坦な係止片３１ａｂ、続いて上
方に突出する接触部３１ａａ、係止片３１ａｂより下方に位置する平坦な幅広の係止部３
１ａｃ、下方へ垂直に延出させられた細長い接続端３１ａｄが形成され、係止片３１ａｂ
は接触部３１ａａの幅と同一の幅で形成され、係止部３１ａｃは、コンタクト３０ａの係
止部３０ａｃよりも長く形成されている。
【００２３】
　図５に、コンタクト挿入溝２４の（１）上面図及び（２）コンタクト挿入口２３側の側
面図を示すとともに、（３）コンタクト挿入溝２４内に第１のコンタクト群３０のコンタ
クト３０ａを挿入した状態を説明する図及び（４）コンタクト挿入溝２４内に第２のコン
タクト群３１のコンタクト３１ａを挿入した状態を説明する図を示し、下部ハウジング２
２のコンタクト挿入溝２４にコンタクト３０ａ、３１ａが保持されている状態をより詳細
に説明する。図５（１）及び（２）に示すように、コンタクト挿入溝２４は、コンタクト
挿入口２３から奥行き方向へ向かって手前側が幅広で、奥側で幅狭の２段の幅の溝とされ
ている。そして、幅広とされた部分の奥行き方向の先端部の上部には、両側壁から対向し
て突出する一対の第１の係止段部２２ｄ、２２ｄが設けられており、幅狭とされた部分の
奥壁の上部には、第１の係止段部２２ｄと同一平面を形成する、第２の係止段部２２ｃが
設けられている。また、コンタクト挿入溝２４の幅広とされた部分の下部には、両側壁か
ら対向する上側の一対の挿入段部２４ａ、２４ａと下側の一対の挿入段部２４ｂ、２４ｂ
との２組が２段になってコンタクト挿入口２３からコンタクト挿入溝２４の奥行き方向に
向かって平行に延びるように設けられている。この上段の挿入段部２４ａは、下段の挿入
段部２４ｂよりも短く、略半分の長さとされており、上段の挿入段部２４ａ、２４ａと下
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段の挿入段部２４ｂ、２４ｂとの間に一対のガイド溝２７ａ、２７ａが対向して同一平面
に形成され、下段の挿入段部２４ｂ、２４ｂと下部ハウジング２２の底壁との間に一対の
ガイド溝２７ｂ、２７ｂがガイド溝２７ａ、２７ａの下側に形成されている。
【００２４】
　そして、図５（３）に示すように、このようなコンタクト挿入溝２４のコンタクト挿入
口２３からガイド溝２７ａ、２７ａに沿って第１のコンタクト群３０のコンタクト３０ａ
が挿入され、当該コンタクト３０ａは、その幅広の係止部３０ａｃの両側部がガイド溝２
７ａ、２７ａに収納されて係止されるとともに、コンタクト３０ａの先端の幅広の係止片
３０ａｂの両側部が第１の係止段部２２ｄ、２２ｄに、これを下方から上方へと押圧して
係止されている。
【００２５】
　また、図５（４）に示すように、コンタクト挿入溝２４のコンタクト挿入口２３からガ
イド溝２７ｂ、２７ｂに沿って第２のコンタクト群３１のコンタクト３１ａが挿入され、
当該コンタクト３１ａは、その幅広の係止部３１ａｃの両側部がガイド溝２７ｂ、２７ｂ
に収納されて係止されるとともに、コンタクト３１ａの先端の係止片３１ａｂが第２の係
止段部２２ｃに、これを下方から上方へと押圧して係止されている。
【００２６】
　このようにして、第１及び第２のコンタクト群３０、３１のコンタクト３０ａ～３０ｄ
、３１ａ～３１ｄがコンタクト挿入溝２４に挿入・保持されることにより、図２（１）に
示すように、第１のコンタクト群３０のコンタクト３０ａ～３０ｄの列と第２のコンタク
ト群３１のコンタクト３１ａ～３１ｄの列とが平面視重なるように２段に離間され、第２
のコンタクト群３１のコンタクト３１ａ～３１ｄが、第１のコンタクト群３０のコンタク
ト３０ａ～３０ｄを下側から上方へ覆うようにして、コンタクト３１の先端部の接触部３
１ａａがコンタクト挿入溝２４の奥部、コンタクト３０の接触部３０ａａがコンタクト３
１の接触部３１ａａからコンタクト挿入口２３側に所定寸法離間した位置において、同一
平面にその接触部３０ａａの先端を位置させて、カード挿入溝２６内に突出して臨むよう
に配置される。また、第１及び第２のコンタクト群３０、３１のコンタクト３０ａ～３０
ｄ、３１ａ～３１ｄの後端部の細くなった接続端３０ａｄ、３１ａｄは、下部ハウジング
２２のコンタクト挿入口２３から外方へ延出後、第１のコンタクト群３０のコンタクト３
０ａ～３０ｄの接続端３０ａｄが第２のコンタクト群３１のコンタクト３１ａ～３１ｄを
上から覆うように、先ず第２のコンタクト群３１のコンタクト３１ａ～３１ｄの接続端３
１ａｄが下方へ屈曲され、これよりもコンタクト挿入口２３から離間した位置で第１のコ
ンタクト群３０のコンタクト３０ａ～３０ｄが下方へ屈曲されて、それぞれハウジング２
０の側面に沿って一列上に配列されている。
【００２７】
　なお、第１のコンタクト群３０のコンタクト３０ａ～３０ｄと第２のコンタクト群３１
のコンタクト３１ａ～３１ｄは、コンタクト挿入溝２４に、先ず第２のコンタクト群３１
のコンタクト３１ａ～３１ｄを挿入・保持し、その後に第１のコンタクト群３０のコンタ
クト３０ａ～３０ｄを挿入・保持することにより配設される。
【００２８】
　このようにしてなる第１の実施の形態のＩＣカード用コネクタ１０は、図２（２）に示
すように、カード挿入溝２６内にＩＣカードＣを挿入することにより、当該ＩＣカードＣ
のパッド状の接触端子が第１及び第２のコンタクト群３０、３１のコンタクト３０ａ～３
０ｄ、３１ａ～３１ｄの接点としての接触部３０ａａ、３１ａａと押圧接触して電気的に
接続されて用いられる。
【００２９】
　なお、上記第１の実施の形態では、第１及び第２のコンタクト群３０、３１のコンタク
ト３０ａ～３０ｄ、３１ａ～３１ｄをカード挿入口２５とは反対のハウジング２０の側面
側から引き出すようにしているが、カード挿入口２５の形成される側の側面側から引き出
すようにしてもよい。
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【００３０】
　次に、本発明に係る第２の実施の形態としての両面接点タイプのＩＣカード用コネクタ
について説明する。図６は、その両面接点タイプのＩＣカード用コネクタ５０の（１）一
部を切り欠いた上面図、（２）一部を切り欠いた下面図及び（３）側面図であり、図７は
、ＩＣカード用コネクタ５０の（１）断面図及び（２）ＩＣカードを挿入した状態の断面
図である。ＩＣカード用コネクタ５０は、ハウジング６０と第１のコンタクト群７０、第
２のコンタクト群７１、第３のコンタクト群８０及び第４のコンタクト群８１とを備えて
いる。ハウジング６０は、絶縁性樹脂の成形体からなる上部ハウジング６１及び下部ハウ
ジング６２の一対から構成されている。上部ハウジング６１及び下部ハウジング６２は、
それぞれ所定の厚みを有する平面視略矩形状の板状体であり、これら上部ハウジング６１
と下部ハウジング６２とを嵌め合わせることにより、ハウジング６０の一側面にＩＣカー
ドを挿入するためのカード挿入口６５及びこれと連続して内部にＩＣカードを挿入・保持
するためのカード挿入溝６６が形成されるようになっている。
【００３１】
　上部ハウジング６１は、カード挿入口６５が形成されるハウジング６０の一側面と対向
する側面側に複数の第１のコンタクト挿入口６３及びこれと連続して内部にコンタクトを
挿入・保持するための複数の第１のコンタクト挿入溝６４が形成されている。第１のコン
タクト挿入溝６４は、カード挿入溝６６に対して平行に且つカード挿入口６５側に向かっ
て直線的に、所定間隔離間して複数（ここでは、４個）並列に形成されている。また、コ
ンタクト挿入溝６４は、その下部が開口されており、カード挿入溝６６に連続している。
また、コンタクト挿入溝６４を形成する両側壁の奥行き方向の途中位置に当該側壁の下部
からコンタクト挿入溝６４内に向かって突出する一対の第１の係止段部６１ｄが形成され
、さらにはカード挿入溝６４の奥壁の下部からコンタクト挿入溝６４内に向かって突出す
る第２の係止段部６１ｃが形成されている。さらに、複数の第１のコンタクト挿入口６３
が形成される側面には、これら第１のコンタクト挿入口６３を挟むように、当該側面から
突出する一対の突起部６１ａが形成されている。
【００３２】
　下部ハウジング６２は、その下面の略４隅にＩＣカード用コネクタ５０をプリント回路
基板に実装する際に位置決め・係止するための突起部６２ｂが形成されているとともに、
カード挿入口６５が形成される側の側面及びこれと対向する側面にそれぞれ複数（ここで
は４個）の第２のコンタクト挿入口６８ａ及び第３のコンタクト挿入口６８ｂ、並びにこ
れらと連続し下部ハウジングの両側面からそれぞれ対向する側面に向かい、互いに平行し
且つカード挿入溝６６と平行して延びる複数の第２のコンタクト挿入溝６９ａ及び第３の
コンタクト挿入溝６９ｂが所定間隔離間されて並設されている。これら第２及び第３のコ
ンタクト挿入溝６９ａ、６９ｂの上方は開口され、カード挿入溝６６と連続しており、第
２のコンタクト挿入溝６９ａと第３のコンタクト挿入溝６９ｂとは、下部ハウジング６２
の中央部でこれを２分するように設けられた奥壁で仕切られている。また、この奥壁には
、その上部から第２及び第３のコンタクト挿入溝６９ａ、６９ｂ内に向かって突出する第
３及び第４の係止段部６２ｃ、６２ｄが形成されている。
【００３３】
　第１のコンタクト群７０及び第２のコンタクト群７１は、それぞれ複数（ここでは、４
本）のコンタクト７０ａ～７０ｄ、７１ａ～７１ｄからなり、これらコンタクト７０ａ～
７０ｄ、７１ａ～７１ｄは第１のコンタクト挿入口６３から第１のコンタクト挿入溝６４
内に挿入されて、上部ハウジング６１に保持されている。
【００３４】
　図８に第１のコンタクト群７０のコンタクト７０ａ～７０ｄの（１）側面図及び（２）
上面図を示す。なお、コンタクト７０ａ～７０ｄは、全て同一形状を有し、図８ではコン
タクト７０ａを例に示すこととする。コンタクト７０ａは、細長い板状であり、先端に係
止片７０ａｂが平坦に形成され、当該係止片７０ａｂから下方へ屈曲されて延び、その後
上方へ再度屈曲されて、先端部に略くの字状の突出した接触部７０ａａが形成されている



(9) JP 4133669 B2 2008.8.13

10

20

30

40

50

。また、接触部７０ａａから後端側で更に屈曲されて、なだらかに上方へ延び、係止片７
０ａｂよりも上方において再度屈曲されて平坦に延びており、この平坦に屈曲されてまも
なく両側に張り出すように幅広に形成された係止部７０ａｃが形成された後、再び幅を細
くされ、下方へ直角に屈曲されてプリント回路基板への接続端７０ａｄが形成されている
。
【００３５】
　また、図９に第２のコンタクト群７１のコンタクト７１ａ～７１ｄの（１）側面図及び
（２）上面図を示す。なお、コンタクト７１ａ～７１ｄは、全て同一形状を有し、図９で
はコンタクト７１ａを例に示すこととする。コンタクト７１ａは、同様に細長い板状であ
り、上記コンタクト７０ａと同様に屈曲され、先端に平坦な係止片７１ａｂ、続いて下方
に突出する接触部７１ａａ、係止片７１ａｂより上方に位置する平坦な幅広の係止部７１
ａｃ、下方へ垂直に延出させられた細長い接続端７１ａｄが形成され、係止片７１ａｂは
接触部７１ａａの幅よりも広く形成され、係止部７１ａｃは、コンタクト７０ａの係止部
７０ａｃよりも短く形成されている。
【００３６】
　これらコンタクト７０ａ～７０ｄ、７１ａ～７１ｄは、まず第２のコンタクト群７１の
コンタクト７１ａ～７１ｄを第１のコンタクト挿入口６３から第１のコンタクト挿入溝６
４にし挿入した後、第１のコンタクト群７０のコンタクト７０ａ～７０ｄを第１のコンタ
クト挿入口６３から第１のコンタクト挿入溝６４に挿入して装着される。第１のコンタク
ト挿入溝６４の構成及びコンタクト７０ａ～７０ｄ、７１ａ～７１ｄの挿入した状態は、
図５を用いて前述した第１の実施の形態におけるコンタクト挿入溝２４の構造及びコンタ
クト挿入溝２４内に第１のコンタクト群３０のコンタクト３０ａ及び第２のコンタクト群
３１のコンタクト３１ａを挿入した状態と同様である。すなわち、第１のコンタクト挿入
溝６４は、第１のコンタクト挿入口６３から奥行き方向へ向かって手前側が幅広で、奥側
で幅狭の２段の幅の溝とされ、幅広とされた部分の奥行き方向の先端部の下部には、両側
壁から対向して突出する一対の第１の係止段部６１ｄ、６１ｄが設けられており、幅狭と
された部分の奥壁の下部には、第１の係止段部６１ｄ、６１ｄと同一平面を形成する、第
２の係止段部６１ｃが設けられている。また、第１のコンタクト挿入溝６４の幅広とされ
た部分の上部には、両側壁から対向する上側の一対の第１の挿入段部と下側の一対の第２
の挿入段部との２組が２段になって第１のコンタクト挿入口６３から第１のコンタクト挿
入溝６４の奥行き方向に向かって平行に延びるように設けられている。この上段の第１の
挿入段部は、下段の第２の挿入段部よりも長く、略倍の長さとされており、上部ハウジン
グ６１の上壁と第１の挿入段部との間に一対の第１のガイド溝が対向して同一平面に形成
され、上段の第１の挿入段部と下段の第２の挿入段部との間に一対の第２のガイド溝が第
１のガイド溝の下側に形成されている。そして、このような第１のコンタクト挿入溝６４
の第１のコンタクト挿入口６３から第１のガイド溝に沿って第１のコンタクト群７０のコ
ンタクト７０ａが挿入され、当該コンタクト７０ａの幅広の係止部７０ａｃの両側部が第
１のガイド溝に収納されて係止されるとともに、コンタクト７０ａの先端の係止片７０ａ
ｂが第１の係止段部６１ｃに、これを上方から下方へと押圧して係止されている。また、
第１のコンタクト挿入溝６４の第１のコンタクト挿入口２３から第２のガイド溝に沿って
第２のコンタクト群７１のコンタクト７１ａが挿入され、当該コンタクト７１ａの幅広の
係止部７１ａｃの両側部が第２のガイド溝に収納されて係止されており、さらにコンタク
ト７１ａの先端の幅広の係止片７１ａｂの両側部が第２の係止段部６１ｄ、６１ｄに、こ
れを上方から下方へと押圧して係止されている。
【００３７】
　このようにして、第１及び第２のコンタクト群７０、７１のコンタクト７０ａ～７０ｄ
、７１ａ～７１ｄが第１のコンタクト挿入溝６４に挿入・保持されることにより、図７（
１）に示すように、第１のコンタクト群７０のコンタクト７０ａ～７０ｄの列と第２のコ
ンタクト群７１のコンタクト７１ａ～７１ｄの列とが平面視重なるように２段に離間され
、第１のコンタクト群７０のコンタクト７０ａ～７０ｄが、第２のコンタクト群７１のコ
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ンタクト７１ａ～７１ｄを上側から下方へ覆うようにして、コンタクト７０ａの先端部の
接触部７０ａａが第１のコンタクト挿入溝６４の奥部、コンタクト７１ａの接触部７１ａ
ａがコンタクト７０ａの接触部７０ａａから第１のコンタクト挿入口６３側に所定寸法離
間した位置において、その接触部７１ａａの先端をコンタクト７０ａの接触部７０ａａの
先端と同一平面に位置させて、カード挿入溝６６内に突出して臨むように配置される。ま
た、第１及び第２のコンタクト群７０、７１のコンタクト７０ａ～７０ｄ、７１ａ～７１
ｄの後端部の細くなった接続端７０ａｄ、７１ａｄは、上部ハウジング６１の第１のコン
タクト挿入口６３から外方へ延出後、第１のコンタクト群７０のコンタクト７０ａ～７０
ｄの接続端７０ａｄが第２のコンタクト群７１のコンタクト７１ａ～７１ｄを上から覆う
ように、先ず第２のコンタクト群７１のコンタクト７１ａ～７１ｄの接続端７１ａｄが下
方へ屈曲され、これよりも第１のコンタクト挿入口６３から離間した位置で第１のコンタ
クト群７０のコンタクト７０ａ～７０ｄが下方へ屈曲されて、それぞれハウジング６０の
側面に沿って一列上に配列されている。
【００３８】
　なお、第１のコンタクト群７０のコンタクト７０ａ～７０ｄと第２のコンタクト群７１
のコンタクト７１ａ～７１ｄは、第１のコンタクト挿入溝６４に、先ず第２のコンタクト
群７１のコンタクト７１ａ～７１ｄを挿入・保持し、その後に第１のコンタクト群７０の
コンタクト７０ａ～７０ｄを挿入・保持することにより配設される。
【００３９】
　第３のコンタクト群８０のコンタクト８０ａ～８０ｄ及び第４のコンタクト群８１のコ
ンタクト８１ａ～８１ｄは、全て同一形状の細長い板状であり、先端に平坦な係止片が形
成され、ここから上方へ屈曲された後下方へ屈曲されることにより略くの字状の接触部が
形成され、次に再度屈曲されてなだらかに下方へ延び、ここから屈曲されて上記係止片よ
りも下方において平坦に延び、その後下方へ略垂直に屈曲されている。そして、上記平坦
に延びる部分において、両側に広がった幅広の係止部が形成されている。
【００４０】
　このようにしてなる第３及び第４のコンタクト群８０、８１のコンタクト８０ａ～８０
ｄ、８１ａ～８１ｄは、それぞれ対向する第２のコンタクト挿入口６８ａ及び第３のコン
タクト挿入口６８ｂから第２のコンタクト挿入溝６９ａ及び第３のコンタクト挿入溝６９
ｂ内に挿入・保持されることにより、図６（１）及び図７（１）に示すように、コンタク
ト８０ａ～８０ｄの列とコンタクト８１ａ～８１ｄの列とが、第２のコンタクト挿入溝６
９ａと第３のコンタクト挿入溝６９ｂとは、下部ハウジング６２の中央部でこれを２分す
るように設けられた奥壁を介して対向するように配設されている。また、コンタクト８０
ａ～８０ｄ、８１ａ～８１ｄは、先端の係止片が上記奥壁の上部から第２及び第３のコン
タクト挿入溝６９ａ、６９ｂ内に向かって突出する第３及び第４の係止段部６２ｃ、６２
ｄに下方から押圧されて係止されることにより、それぞれの先端部の接触部が、第１及び
第２ののコンタクト群７０，７１のコンタクト７０ａ～７０ｄ、７１ａ～７１ｄのそれぞ
れと上下方向に対向して、カード挿入溝６６内に突出して配置される。
【００４１】
　このようにしてなる第２の実施の形態のＩＣカード用コネクタ５０は、図７（２）に示
すように、カード挿入溝６６内にＩＣカードＣを挿入することにより、当該ＩＣカードＣ
のパッド状の接触端子が第１及び第２のコンタクト群７０、７１のコンタクト７０ａ～７
０ｄ、７１ａ～７１ｄの接点としての接触部７０ａａ、７１ａａと押圧接触して電気的に
接続されて用いられる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明に係る第１の実施の形態としての片面接点タイプのＩＣカード用コネクタ
の（１）一部を切り欠いた上面図及び（２）側面図である。
【図２】第１の実施の形態のＩＣカード用コネクタの（１）断面図及び（２）ＩＣカード
を挿入した状態の断面図である。
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【図３】第１のコンタクト群のコンタクトの（１）側面図及び（２）上面図である。
【図４】第２のコンタクト群のコンタクトの（１）側面図及び（２）上面図である。
【図５】コンタクト挿入溝の（１）上面図及び（２）コンタクト挿入口側の側面図、並び
に（３）コンタクト挿入溝内に第１のコンタクト群のコンタクトを挿入した状態の説明図
及び（４）コンタクト挿入溝内に第２のコンタクト群のコンタクトを挿入した状態の説明
図である。
【図６】本発明に係る第２の実施の形態としての両面接点タイプのＩＣカード用コネクタ
の（１）一部を切り欠いた上面図、（２）一部を切り欠いた下面図及び（３）側面図であ
る。
【図７】第２の実施の形態のＩＣカード用コネクタの（１）断面図及び（２）ＩＣカード
を挿入した状態の断面図である。
【図８】第１のコンタクト群のコンタクトの（１）側面図及び（２）上面図である。
【図９】第２のコンタクト群のコンタクトの（１）側面図及び（２）上面図である。
【符号の説明】
【００４３】
１０、５０　　ＩＣカード用コネクタ
２０、６０　　ハウジング
２１、６１　　上部ハウジング
２２、６２　　下部ハウジング
２２ｄ、６１ｄ　　第１の係止段部
２２ｃ、６１ｃ　　第２の係止段部
２３　　コンタクト挿入口
２４　　コンタクト挿入溝
２４ａ、２４ｂ　　挿入段部
２５、６５　　カード挿入口
２６、６６　　カード挿入溝
２７ａ、２７ｂ　　ガイド溝
３０、７０　　第１のコンタクト群
３０ａａ、３１ａａ、７０ａａ、７１ａａ　　接触部
３０ａｂ、３１ａｂ、７０ａｂ、７１ａｂ　　係止片
３０ａｃ、３１ａｃ、７０ａｃ、７１ａｃ　　係止部
３０ａｄ、３１ａｄ、７０ａｄ、７１ａｄ　　接続端
３１、７１　　第２のコンタクト群
６３　　第１のコンタクト挿入口
６４　　第１のコンタクト挿入溝
８０　　第３のコンタクト群
８１　　第４のコンタクト群
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